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本邦研修研修員リスト 

 
第 1回本邦研修 2015 年 11 月 16 日～12月 11日 

研修名：「障がいのある子どものための授業づくり」 

JICA国内機関：JICA 筑波国際センター 

No. 氏名 所属 
1 D Amarsaikhan 人口開発社会保障省 人口開発政策実施調整局 局長 
2 B. Narantuya 人口開発社会保障省 人口開発政策実施調整局 障害者担当専門官 
3 A.Odontungalagtuul 人口開発社会保障省 バヤンゴル区社会開発課 課長及び「障害児の保健・教

育・社会保障支部委員会」委員長 
4 Ts.Tsendsuren 人口開発社会保障省「障害児の保健・教育・社会保障中央委員会」 委員長 
5 U. Ganbold 教育文化科学省 戦略政策計画課 専門官 
6 Ts. Tsevegmid 教育文化科学省 教育研究所 研究員 
7 B. Enkhtsetseg 教育文化科学省 第 25 特別学校 学習マネージャー 
8 C.Sarantsatsral 教育文化科学省 第 55 特別学校 学習マネージャー 
9 T.Munkhzul 教育文化科学省 第 63 特別学校 ソーシャルワーカー 
10 T.Naranchimeg 教育文化科学省 第 70 特別学校 学習マネージャー 

 
第 2回本邦研修 2017 年 1月 9日～ 28日 

研修名：「障害の早期発見・発達支援・教育」 

JICA国内機関：JICA 東京国際センター 

No. 氏名 所属 
1 S. Tungalagtamir 労働・社会保障省 人口開発局局長 
2 Ch. Amartungalag 教育・文化・科学・スポーツ省 生涯学習政策・計画・調整担当専門官 
3 G. Amarsanaa ウランバートル市教育局 戦略マネジメント課 技術教育・特別支援教育担当専

門官 
4 Ch. Altantsetseg 第 25 特別学校 言語聴覚士 
5 G. Bulgan 第 55 特別学校 小学部 心理士 
6 O. Munkhtsetseg 第 63 特別学校 学習マネージャー 
7 B. Enkhtuya 第 70 特別学校 中学部 言語聴覚士・特別支援教育教員 
8 D. Baasansuren フブスグル県教育文化芸術局 人材政策計画課 生涯学習担当専門家 
9 Kh. Munkhzul 社会保障省障害児の保健・教育・社会保障中央委員会 福祉問題担当専門官 
10 M. Uyanga 社会保障省障害児の保健・教育・社会保障中央委員会 教育問題担当専門官 
11 R. Galbadrakh 社会保障省障害児の保健・教育・社会保障中央委員会  
12 J. Shiilegpurev 社会保障省 人口開発局 子どもの権利・発達・保護担当専門官 
13 Z. Munguntsooj 労働・社会保障省 人口開発局 障害者発達課 障害者発達担当専門官 
14 J. Azjargal 家族・子ども・青少年発達庁 子どもの保護・発達課 子どもの保護とリスク予

防担当専門官 
15 U. Batjargal バヤンゴル区保健センター センター長 
16 J. Ganbold フブスグル県庁 社会政策課 課長 

  



2 
 

第 3回本邦研修（2018年 1月 15 日～26日） 

研修名：「障害のある子どもの発達支援・インクルーシブな環境での学び」 

JICA国内機関：JICA 東京国際センター 

No. 氏名 所属 
1 B. Ariuntuya 児童青年家族発達庁子ども発達保護局シニア専門官 
2 B. Yanjmaa バヤンゴル区支部委員会/労働福祉サービス課 専門官 
3 E. Nyamaa バヤンゴル区支部委員会/児童青年発達課 専門官 
4 B.Bayandalai フブスグル県保健局 医療支援課長 
5 S.Chagnaadorj フブスグル県立総合病院 院長 
6 Ts.Oyun-Erdene フブスグル県支部委員会事務局長/社会福祉サービス課 専門官 
7 Ts. Nominchimeg ホブド県家族児童青年発達局局長 
8 A.Bumansor オルホン県支部委員会委員長/社会政策課 課長 
9 D. Battsetseg 教育・文化・科学・スポーツ省 

一般教育政策局インクルーシブ教育政策・実施担当専門官 
10 Ts. Ichinkhorol ウランバートル市第 35 学校（スフバートル区パイロット校） 

初等教育担当学習マネージャー 
11 O. Odontuul ウランバートル市第 26 学校（ハンウール区パイロット校） 

校長 
12 U. Dugarmaa ウランバートル市第 79 学校（バヤンズルフ区パイロット校） 

中等教育担当学習マネージャー 
13 D. Baigalmaa ウランバートル市第 28 学校（バヤンゴル区パイロット校） 

中等教育担当学習マネージャー 
14 Z. Ariuntugs フブスグル県 Ireedui21 世紀統合学校 ソーシャルワーカー 
15 T. Burmaa フブスグル県 Titem 第 2 学校 ソーシャルワーカー 
16 G. Battsengel モンゴル国立教育大学（専門・指導法チームメンバー） 

教育研究学部教員 

 
 
第 4回本邦研修（2018年 9月 9日～22日） 

研修名：「障害のある子どもの発達支援・インクルーシブな環境での学び」 

JICA国内機関：JICA 横浜国際センター 

No. 氏名 所属 
1 R. Nensenden 労働・社会保障省人口開発局 障害児の保健・教育・社会保障委員会（保健担当

専門官） 
2 E. Uyanga 労働・社会保障省人口開発局 子どもの権利・発達・保護政策実施担当専門官 
3 L. Batmunkh リハビリテーション・研修・職業センター 監察・評価課長 
4 D. Oyunchuluun フブスグル県立病院 精神科医（同県障害児の保健・教育・社会保障支部委員会

メンバー） 
5 E. Ariuntungalag バヤンゴル区役所社会開発課 労働・社会保障担当専門官（同区障害児の保健・

教育・社会保障支部委員会メンバー/教育担当） 
6 B. Gereltuya 教育・文化・科学・スポーツ省 一般教育政策局インクルーシブ教育政策実施担

当専門官 
7 R. Ulziikhishig ウランバートル第 34 学校 校長 
8 B. Erdenetsetseg ウランバートル第 16 学校 学習マネージャー 
9 G. Baigalimaa ウランバートル第 113 学校 学習マネージャー 
10 Ch. Tsetsegjargal ウランバートル第 111 学校 小学校教諭 
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機材供与リスト 

物品名称  規格・品番  個数  

取得価格 

検査合格日  プロジェクト終了後の取扱い 
取得価格  通貨  

日本円換算 

取得価格 

ビデオカメラ SONY HDR-CX670BC 2 97,222  JPY 97,222  2015/8/3 
社会保障省に供与（1 台） 

教育省に供与（1 台） 

複合コピー機 Canon iR2545 1 10,123,200  MNT 627,638  2015/8/17 社会保障省に供与 

複合コピー機 Canon iR2545 1 11,555,550  MNT 704,889  2015/9/15 教育省に供与 

デスクトップパソコン Dell Optiplex 9020 AIO 3 5,397,300  MNT 334,633  2015/8/17 社会保障省に供与 

デスクトップパソコン Dell Optiplex 9020 AIO 3 5,519,610  MNT 336,696  2015/9/15 教育省に供与 

プリンター Canon LBP7100Cn 1 764,100  MNT 47,374  2015/8/17 社会保障省に供与 

プリンター Canon LBP7100Cn 1 764,100  MNT 46,610  2015/9/15 教育省に供与 

プロジェクター NEC PROJ-VE282G 1 749,900  MNT 46,494  2015/8/17 社会保障省に供与 

プロジェクター NEC PROJ-VE282G 1 749,900  MNT 45,744  2015/9/15 教育省に供与 

田中ビネー知能検査Ⅴ 
検査用具 田中ビネー知能検査Ⅴ検査用具 1 85,463  JPY 85,463  2016/7/25 社会保障省に供与 

田中ビネー知能検査Ⅴ 
検査用具 田中ビネー知能検査Ⅴ検査用具 2 190,000  JPY 190,000  2017/4/4 社会保障省に供与 

電子キーボード YAMAHA PSR-S670 1 1,749,900  MNT 80,740  2017/5/10 モンゴルダウン症協会に供与 
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プロジェクト デザイン マトリックス 
    バージョン 9  

プロジェクト名:  障害児のための教育改善プロジェクト   日付 2019 年 6 月 28 日  

相手国側実施機関:  
教育・文化・科学・スポーツ省教育政策局・労働・社会保障省人口開発局 （成果 1）障害児の保健・教育・社会保障委員会（委員会、パイロット地域の支部委員会）、リ

ハビリテーション職業・研修センター （成果 2-4）教育研究所、教員研修所、モンゴル国立教育大学、パイロット地域の教育文化芸術局、パイロット校教員（特別学校、

通常学校） 

本事業の受益者 

（ターゲットグループ）: 

【直接受益者】障害児のためのアセスメント、発達支援、教育に従事する公的機関職員、「障害児の保健・教育・社会保障委員会」メンバー（委員会及びパイロット地域

の支部委員会）、パイロット地域の教育文化美術局専門家、パイロット校の教員（特別学校、通常学校） 

【間接受益者】パイロット地域の障害児および保護者、パイロット校に就学する障害児（知的障害を伴う） 

プロジェクト期間: 2015 年 8 月～2019 年 7 月（4 年間）     

プロジェクトサイト/対象地域名:  ウランバートル市 1 区（バヤンゴル区）及び地方部 1 県（フブスグル県）（対象校：第 25、55、63、70 特別学校、ウランバートル市通常学校 8 校、フブスグル県未来 21

世紀統合校、第 2 学校） 
  

プロジェクトの要約 指標 指標データの入手手段 外部条件 実績 備考 

上位目標      

すべての障害児がニーズに合った

発達支援・教育サービス を受けら

れる。 

(1)障害児の就学数が増加する エンドライン調査 

  

パイロット特別学校では 1,136人から 1,283人（約 1.13

倍）、ウランバートル市パイロット通常学校で 76人か

ら 100人（約 1.32倍）、フブスグル県パイロット通常

学校で 53人から 62人（約 1.17倍）と増加した。 

バヤンゴル

区・フブス

グル県以外

については

調査対象と

しなかっ

た。 

(2)追加指標 

障害児の保健・教育・社会保障委員会の

定例相談会に出席する障害児数が増加す

る。 

エンドライン調査 

 

バヤンゴル区では 2015年には 46件（人）であったが、

2018年には 588件（人）に増加した。 

フブスグル県では 2015年には 265件（人）であった

が、2018年には 479件(人)に増加した。 

(3)追加指標 

個別教育計画が作成されている障害児数

が増加する。 

エンドライン調査 

 

パイロット特別学校では 2015年には 76人の子どもに作

成されていたが、2018年には 321人に作成された。ウラ

ンバートル市のパイロット通常学校では 2015年の 1人

から 27人、フブスグル県のパイロット学校では 1人か

ら 31人へ増加した。バヤンゴル区の非パイロット校で

は個別教育計画は作成されていない。フブスグル県の非

パイロット校では 37人から 54人に増加した。 

 

プロジェクト目標      

障害児に対する診断・発達支援・

教育のモデルが構築される。 

プロジェクトで開発されたツールが教育文

化科学省及び人口開発社会保障省に承

認される 

プロジェクトレポート 

障害児の

ための政

策やシス

テムが変

わらない 

2018 年 3 月に教育省大臣令で個別教育計画フォーマット

および作成ガイドラインが承認された。 

2018年 11月に「障害児のための包括的な発達支援ガイド

ライン」が、社会保障省・教育省・保健省 3省合同大臣令

により承認された。2019年 5月の教育大臣令 A/292号「障

害児を一般教育学校においてインクルーシブに学ばせる

規則の承認について」にて「就学支援会議」、「校内委員

会が承認を受けた。 
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成果      

1.パイロット地域において、関係機

関の障害児に対するアセスメント・

発達支援を実施する能力が強化さ

れる。 

（1）アセスメント・ツールが改善される （1）アセスメント・ツール 

●「障害児

の保健・教

育・社会保

障委員会」

のための

政策やル

ール、規制

が変わら

ない 

●通常学

校が障害

児の受入

を認める 

(1）委員会とともに、モンゴルにおける発達支援体制の全

体像と発達支援の指針と内容、関係機関の役割を示した

「障害児のための包括的な発達支援ガイドライン」を作

成し、2018 年 11 月 15 日付けで保障省・教育省・保健省

3省合同大臣令により承認された。また、「母子健康手帳

活用ハンドブック」、「母子健康手帳活用のための指導者

養成研修モジュール」、「1歳 6カ月児健康診査実施ハン

ドブック」、「親子教室実施ハンドブック」が完成した。 

(2)パイロット地域内の関係者の障害の早期発見・発達ア

セスメント・発達支援計画策定・発達支援実施にかかる能

力強化に取り組み、1歳 6カ児健診とそのフォローアップ

の親子教室、ポーテージ早期教育プログラム、支部委員会

での事例検討会議が継続実施されている。また、田中ビネ

ー知能検査 V のモンゴル版開発に協力し、37 人の検査者

と 39人の記録者を養成した。 

  

（2）「障害児の保健・教育・社会保障委員

会」の委員会及び支部委員会の能力が強

化される 

（2）プロジェクトレポート 

  

2.パイロット校において、関係機関

の障害児（知的障害を伴う）へ質の

高い教育を提供する能力が強化さ

れる。 

（1）個別教育計画のマニュアルが作成され

る 

（1）プロジェクトレポート (1)「個別教育計画作成ガイドライン」とフォーマットが

2018 年 3 月に教育省大臣令で採択された。特別学校だけ

でなく全国の通常学校にも配布された。また、教員研修所

のウェブサイトからダウンロード可能となっている。 

 

（2）障害児のための個別教育計画が改善

される 

（2）ガイドライン (2)ガイドラインに基づき、2018 年 12 月時点で、パイロ

ット特別学校 4校では 321人、パイロット通常学校 10校

では 58人の子どもに個別教育計画が作成されている。  

（3）発達アセスメント・ツールが改善される （3）アセスメント・ツール (3)読み書きや数の概念を獲得していない子どもの発達

段階を適切に把握するための「障害の重い子どもの指導

法ハンドブック」が完成した。「学習の遅れや行動に課題

のある子どものための支援ハンドブック」が完成した。 

（4）障害児のための教育実践事例集が作

成される 

（4）教育実践事例集 (4)パイロット特別学校で作成した個別教育計画及び研

究授業の指導案、パイロット通常学校での合理的配慮の

実施報告を含んだ教育実践事例集が完成した。 

3.ミニ・プロジェクト により、障害児

のニーズに合った様々な教育形態

の効果が検証される。 

ミニ・プロジェクトの評価 プロジェクトレポート 

 

6 件のミニ・プロジェクトが実施された。1）障害のある

子ども向けに第 130学校に学級を設置、2）生涯学習セン

ターでの障害児の受入れ、3）障害児のための児童預かり

サービス強化、4）聴覚障害、知的障害のある子ども向け

の単語や文章のカードの制作、5）就学前年齢の子どもを

対象としたグループ教室の実施、6) 障害のある子どもた

ちの課外活動のための子ども発達センターの整備。 

 

4.成果 1～3 の関係者間での経験

共有、及び国レベルの制度、政策

への反映が行われる。 

（1）現職教員研修が改善される （1）研修プログラム 
 

(1）教員研修所のオンライン研修システムに、インクルー

シブ教育に関するビデオ教材を掲載した。ビデオ教材は

JICAモンゴル事務所の Youtube にて閲覧可能である。  

（2）教員養成課程のカリキュラムが改善さ

れる 

（2）カリキュラム  (2)プロジェクトのインプットを受けたパイロット校教

員が国立教育大学の教員養成課程で指導にあたってい
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る。個別教育計画についても指導が行われている。 

（3）特別学校の特別なニーズ教育に関す

るカリキュラムが改善される 

（3）カリキュラム  (3)プロジェクト期間中にカリキュラム改訂は行われな

かった。 

（4）障害児のためのキャンペーンが実施さ

れる 

（4）プロジェクトレポート 
 

(4) 早期発見の日・国際障害者デーに合わせて、絵画展覧

会の開催、CM やドキュメンタリー映像の作成及び放映な

どを行った。 
 

活動 
投入 前提条件 

日本側 モンゴル側  

1-1.パイロット地域を選定する 1.専門家派遣（アセスメント、特別

支援教育他） 
2.本邦研修 
3.プロジェクトで作成された成果

物（案）の印刷や配布 
4.成果物に係る翻訳費用（日本

語‐モンゴル語） 
5.成果 3 のミニ・プロジェクト実施

費用 
6.プロジェクトオフィスの資機材  

1.カウンターパートの配置 
●教育・文化・科学・スポーツ省教育政策

局 

●労働・社会保障省人口開発局 

<成果 1> 

●障害児の保健・教育・社会保障委員会（委員

会、パイロット地域の支部委員会） 

 

<成果 2-4> 

●教育研究所 

●教員研修所 

●モンゴル国立教育大学 

●パイロット地域の教育文化芸術局 

●パイロット校教員（特別学校、通常学校） 

2.カウンターパートの給料、謝礼、旅費等 

3.プロジェクトにより作成され、モンゴル国政府

に承認を得た成果物の印刷及び配布 

4.パイロット地域以外の関係者及び関係機関に

対するセミナー等の情報提供/プロジェクトの普

及 

5.水道代・電気代込のプロジェクトオフィスの提

供  

保護者や教員が障害児

のアセスメントや発達支

援、教育の重要性を理解

する 

1-2.障害児を対象としたアセスメント・ツール及び発達支援を見直し、改善する 

1-3.「障害の保健・教育・社会保障委員会」の委員会及びパイロット地域の支部委員会を

対象に、アセスメント及び発達支援に関する研修を実施する 

1-4.パイロット地域の「障害の保健・教育・社会保障委員会」がアセスメント及び発達支援

活動を実施する（保護者を対象とした広報活動も含む） 

1-5.活動 1-4.を見直す  

1-6.「障害児の保健・教育・社会保障委員会」の活動以外に、就学前健診や療育の実施

可能性について検討する 

<問題点及び対応策> 
  

1-7.関係機関が個別に収集している障害児個々に関する情報を管理するメカニズムを

検討する 

2-1.パイロット校を選定する 

2-2.コアグループを結成する 

2-3.コアグループが従来の発達アセスメントのツール、個別教育計画、教育実践を見直

し改善する 

2-4.コアグループとパイロット校教員が改善されたツールを使用し、質の高い授業を実施

できるように研修を実施する 

2-5.パイロット校教員が障害児を対象とした個別教育計画を作成し、その計画に基づい

て授業を実施する 

2-6.活動 2-5 を見直す 

2-7.個別教育計画の作成方法についてマニュアルを開発する 

2-8.障害児（知的障害を伴う）を対象とした教育実践事例集を作成する 

3-1.「ミニ・プロジェクト」として障害児（すべての障害種を対象とする）のニーズに合った

様々な教育改善策を計画する 

3-2.「ミニ・プロジェクト」を実施する 

3-3.「ミニ・プロジェクト」を評価する 



 

4 

4-1.教育関係機関に対して、成果 1~3 の経験を共有するセミナーを開催する 

4-2.通常学校での障害児の受け入れを促進するため、通常学校の管理職に成果 2 の

経験を紹介する 

4-3.教員養成課程のカリキュラム（特別なニーズ教育コース及び通常コース）に成果 2
の経験を反映させる 

4-4.現職教員研修に成果 2 の経験を反映させる 

4-5.特別なニーズ教育に関する学校カリキュラムに成果 2 の経験を反映させる 

4-6.障害児に対するアセスメント、発達支援、教育を促進するためのキャンペーンを実施

する 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付資料 4.   

Plan of Operations 

(PO)  



 



プロ ジェ ク ト 名: モン ゴル国障害児のための教育改善プロ ジェ ク ト
問題点 解決策

活動

日本 モンゴル

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

2015年11月にコアグループを結成した。

2015年10月～2017年4月にかけて、従
来の個別教育計画フォーマットや子ども
の評価について見直しをするためのコ
アグループ会議を開催した。

毎年5月～6月にパイロット校教員と今
年度の活動の振り返りと次年度の活動
計画の策定を行った。

コアグループメンバー及びパイロット校
と協力し、個別教育計画フォーマット、
個別教育計画作成ガイドライン、障害の
重い子どもの指導法ハンドブック、学習
の遅れや行動に課題のある子どものた
めの支援ハンドブックを作成した。

個別教育計画を授業実践に活かすため
の研究授業をパイロット校にて実施し
た。2018年12月1日現在、パイロット特
別学校4校において321人の子どもに、
パイロット通常学校において58人の子
どもに個別教育計画を作成している。

毎年5月～6月にパイロット校教員と今
年度の活動の振り返りと次年度の活動
計画の策定を行った。

パイロット校において、コアグループメン
バーや日本人専門家による講義、個別
教育計画作成実習、研究授業などに取
り組んだ。

・委員会とともに、モンゴルにおける発
達支援体制の全体像と発達支援の指
針と内容、関係機関の役割を示した「障
害児のための包括的な発達支援ガイド
ライン」を作成し、2018年11月15日付け
で保障省・教育省・保健省3省合同大臣
令により承認された。
・2017年10月～11月、社会保障省と委
員会が主催する全国の支部委員会を対
象とした地域別研修を支援した。
・パイロット地域での試行活動に基づ
き、「母子健康手帳活用ハンドブック」、
「母子健康手帳活用のための指導者養
成研修モジュール」、「1歳6カ月児健康
診査実施ハンドブック」、「親子教室実施
ハンドブック」を策定した。
。パイロット地域内の関係者の障害の
早期発見・発達アセスメント・発達支援
計画策定・発達支援実施にかかる能力
強化に取り組み、1歳6カ児健診とその
フォローアップの親子教室、ポーテージ
早期教育プログラム、支部委員会での
事例検討会議が継続実施されている。
また、田中ビネー知能検査Vのモンゴル
版開発に協力し、37人の検査者と39人
の記録者を養成した。

・幼稚園における障害のある子どもの
受け入れを促進することを目的とし、バ
ヤンゴル区にて計4回、フブスグル県に
おいて計2回、幼稚園の園長、学習マ
ネージャー、担任などを対象に研修を実
施した。
・バヤンゴル区リソースマップ及び自閉
症児を持つ保護者向けのハンドブックを
作成した。

N/A

2015年11月にウランバートルのパイロッ
ト校を、2016年11月にフブスグル県のパ
イロット校を選定した。

・2015年9月に発達支援体制の検討の
ため、ウランバートル市9区の支部委員
会を対象にセミナーを実施した。
・委員会の業務及び業務遂行に必要な
能力を確認するため、メンバーを対象に
CUDBASワークショップを開催した。
・委員会及びワーキンググループととも
に、、モンゴルにおける発達支援体制の
全体像と発達支援の指針と内容、関係
機関の役割を示すガイドラインの作成
に着手した。
・2016年7月に母子健康手帳の活用状
況を把握する調査をバヤンゴル区にお
いて実施した。
・バヤンゴル区において1歳6カ月児健
康診査の導入に取り組んだ。

プロジェクト期間中、計7回のJCCを開
催した。

2016年3月～4月及び2017年1月にベー
スライン調査を実施した。
2018年10月～2018年12月にエンドライ
ン調査を実施した。

下記「広報」に示すとおり、プロジェクト
ウェブサイトの更新やSNSへの投稿、各
種広報ビデオの制作などを行った。

2016年4月に行われた運営指導調査に
協力した。終了時評価は実施されな
かった。

プロジェクト期間中に4回の本邦研修を
実施し、52名が参加した。

2015年11月に結成したが、政権交代に
伴い、2016年10月に再編した。

第1回JCC(2015年11月）にてウランバー
トル市バヤンゴル区を、第3回JCC
（2016年10月）にフブスグル県をパイ
ロット地域として選定した。

2015年9月以降、既存のツールの見直
しを行い、早期発見のツールとして母子
健康手帳を活用し、発達アセスメント及
び発達支援のツールとして「田中ビネー
知能検査V」及び「新版ポーテージ早期
教育プログラム」のモンゴル版開発に取
り組むこととした。

実績 問題点及び対応策

2015年8月に業務計画書及びワークプ
ランを作成した。

2015年8月に、ワークプランを教育省及
び社会保障省に向けて説明した。

日付　2019年6月28日

モニタリング

2019
実績 7-9

計画

専門家

石井　徹弥（総括/教育政策1）
計画

実績

鈴木　サヤカ（副総括/教育政策2）
計画
実績

10-12 1-3 4-6 7-9

1年次 2年次

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-910-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3
成果

計画 2015 2016 2017 2018

桜井　良平（アセスメント体制構築支援2）
計画
実績

清水　直治（アセスメント体制構築支援3）
計画
実績

菅野　敦（アセスメントツール作成3）
計画
実績

西村　久美子（アセスメント体制構築支援1）
計画
実績

林　安紀子（アセスメントツール作成1）
計画
実績

橋本　創一（アセスメントツール作成2）
計画
実績

2015 2016 2017 2018 2019

守屋　仁香
（教員研修/教員養成2/広報/啓発）

計画

実績

根本　友己（特別支援教育2）
計画
実績

上原　翔子
（ミニプロジェクト管理/教員研修/教員養成1）

計画

実績

吉川　真知子（アセスメント体制構築支援4）
計画
実績

大伴　潔（特別支援教育１）
計画
実績

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-910-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3実績 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

0-5 広報
計画

実績

0-6 運営指導調査及び終了時評価調査に対す

る協力

計画

実績

0-3 合同調整委員会（JCC）の開催及び出席、
報告

計画

実績

0-4 ベースライン調査及びエンドライン調査

の実施

計画

実績

プロジェクト全体にかかる活動

0-1 業務計画書／ワークプラン（ドラフト）の作成
計画

実績

0-2 業務計画書／ワークプランの説明・協議
計画

実績

1-4 「障害児の保健・教育・社会保障委員会」の
委員会及びパイロット地域の支部委員会を対象
に、アセスメント及び発達支援に関する研修を
実施する

計画

実績

1-5 パイロット地域の「障害児の保健・教育・社
会保障委員会」がアセスメント及び発達支援活
動を実施する（保護者を対象とした広報活動も
含む）

計画

実績

1-2 パイロット地域を選定する

計画

実績

1-3 障害児を対象としたアセスメント・ツール及
び発達支援を見直し、改善する

計画

実績

0-7 国別研修（本邦研修）
計画

実績

成果1：パイロット地域において、関係機関の障害児に対するアセスメント・発達支援を実施する能力が強化される。

1-1 ワーキンググループを結成する
計画

実績

2-4活動【2-3】を見直す

計画

実績

2-5 「障害児の保健・教育・社会保障委員会」の
活動以外に、就学前検診や療育の実施可能性
について検討する

計画

実績

2-2 「障害児の保健・教育・社会保障委員会」の
委員会及びパイロット地域の支部委員会を対象
に、アセスメント及び発達支援に関する研修を
実施する

計画

実績

2-3 パイロット地域の「障害児の保健・教育・社
会保障委員会」がアセスメント及び発達支援活
動を実施する（保護者を対象とした広報活動も
含む）

計画

実績

1-6 活動【1-5】を見直す
計画

実績

2-1 障害児を対象としたアセスメント・ツールお
よび発達支援を見直し、改善する

計画

実績

1-10 コアグル－プとパイロット校教員が改善さ
れたツールを使用し、質の高い授業を実施でき
るように研修を実施する

計画

実績

1-11 パイロット校教員が障害児を対象とした個
別教育計画を作成し、その活動に基づいて授業
を実施する

計画

実績

1-8 コアグループを結成する
計画

実績

1-9 コアグループが従来の発達アセスメントの
ツール、個別教育計画、教育実践を見直し、改
善する

計画

実績

2-6 関係機関が個別に収集している障害児
個々に関する情報を管理するメカニズムを検討
する

計画

実績

成果2：パイロット校において、関係機関の障害児（知的障害を伴う）へ質の高い教育を提供する能力が強化される。

1-7 パイロット校を選定する
計画

実績

2-8 コアグル－プとパイロット校教員が改善され
たツールを使用し、質の高い授業を実施できる
ように研修を実施する

計画

実績

1-12 活動【1-11】を見直す
計画

実績

2-7 コアグループが従来の発達アセスメントの
ツール、個別教育計画、教育実践を見直し、改
善する

計画

実績

2-10 活動【2-9】を見直す
計画

実績

2-9 パイロット校教員が障害児を対象とした個
別教育計画を作成し、その活動に基づいて授業
を実施する

計画

実績

実施機関

総括/副総括 MECSS/MLSP

総括/副総括 MECSS/MLSP

備考

総括/副総括/アセスメント
体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

総括/副総括 MECSS/MLSP

総括/副総括/アセスメント
ツール作成/アセスメント
体制構築支援/特別支援

教育/教員研修

MECSS/MLSP

総括/副総括 MLSP

総括/副総括 MECSS/MLSP

総括/副総括 MECSS/MLSP

総括/副総括/広報/啓発 MECSS/MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

総括/副総括/教員研修/
教員養成

MECSS

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

アセスメントツール作成/ア
セスメント体制構築支援

MLSP

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

総括/副総括/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

1



活動

日本 モンゴル

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓

第1年次 第2年次

問題点 解決策

2016年3月に教員研修所と協力し、通常
学校の校長向けにインクルーシブ教育
に関する研修を実施した。2017年5月に
ウランバートルの4区の学校の管理職・
教員向けに成果2の成果を共有する研
修会を開催した。

特別支援教育の教員養成課程におい
て、プロジェクト関係者7人が講義を担
当し、成果2で実施した研修内容や作成
した成果品を講義において活用してい
る。

教員研修所が主催する研修においてプ
ロジェクト専門家が講義をしたほか、教
員研修所の指導主事向けにもインク
ルーシブ教育に関する講義を行った。

特別なニーズ教育に関する既存のカリ
キュラムの内容検討や、カリキュラム改
訂を所管する教育研究所との協議を
行った。

早期発見の日・国際障害者デーに合わ
せて、CMの作成及び放映、絵画展覧会
の開催などを行った。

2019年5月にウランバートルとフブスグ
ル県で共有セミナーを開催した。

JICA「児童中心型支援プロジェクト」
が実施した学校管理職や教育行政
担当者向けの研修会にて、インク
ルーシブな学校づくりについて講義
を実施した。

特別支援教育の教員養成課程におい
て、プロジェクト関係者7人が講義を担
当し、成果2で実施した研修内容や作成
した成果品を講義において活用してい
る。

フォーマットと作成ガイドラインが2018年
3月に教育省大臣令で採択された。

パイロット校と協力して、教育実践事例
集を作成した。

ミニ・プロジェクトの内容を検討するた
め、現地の関連NGOなどから情報収集
をした。

2016年6月～2017年5月にかけて第1回
ミニ・プロジェクトを3件実施した。

2017年5月にミニ・プロジェクト実施団体
を訪問し、実施状況について評価を
行った。

ミニ・プロジェクトの内容を検討するた
め、現地の関連NGOなどから情報収集
をした。

2017年10月～2018年6月にかけて第2
回ミニ･プロジェクトを3件実施した。

2018年5月にミニ･プロジェクト実施団体
を訪問し、実施状況について評価を
行った。

2017年5月にウランバートルとフブスグ
ル県で共有セミナーを開催した。

実績 問題点及び対応策
計画 2015 2016 2017 2018 2019 実施機関

実績 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

2-11 個別教育計画の作成方法についてマ

ニュアルを開発する

計画

実績

2-13「ミニ・プロジェクト」として障害児（すべての
障害種を対象とする）のニーズに合った様々な
教育改善策を計画する

計画

実績

2-14 「ミニ・プロジェクト」を実施する
計画

実績

1-14 「ミニ・プロジェクト」を実施する
計画

実績

1-15 「ミニ・プロジェクト」を評価する
計画

実績

2-12 障害児（知的障害を伴う）を対象とし

た教育実践事例集を作成する

計画

実績

成果3：ミニ・プロジェクト により、障害児のニーズに合った様々な教育形態の効果が検証される。

1-13 「ミニ・プロジェクト」として障害児（すべての
障害種を対象とする）のニーズに合った様々な
教育改善策を計画する

計画

実績

1-19 現職教員研修に成果2の経験を反映させ
る

計画

実績

1-20 特別なニーズ教育に関する学校カリキュラ

ムに成果2の経験を反映させる

計画

実績

1-17 通常学校における障害児の受け入れを促

進するため、通常学校の管理職に成果2の経験
を紹介する

計画

実績

1-18 教員養成課程のカリキュラム（特別なニー

ズ教育コース及び通常コース）に成果2の経験
を反映させる

計画

実績

2-15 「ミニ・プロジェクト」を評価する
計画

実績

成果4：成果1～3の関係者間での経験共有、及び国レベルの制度、政策への反映が行われる。

1-16 教育関係者や機関に対して、成果1～3の
経験を共有するセミナーを開催する

計画

実績

2-19 現職教員研修に成果2の経験を反映させ
る

計画

実績

2-20 特別なニーズ教育に関する学校カリキュラ

ムに成果2の経験を反映させる

計画

実績

2-17 通常学校における障害児の受け入れを促

進するため、通常学校の管理職に成果2の経験
を紹介する

計画

実績

2-18 教員養成課程のカリキュラム（特別なニー

ズ教育コース及び通常コース）に成果2の経験
を反映させる

計画

実績

1-21 障害児のためのアセスメント、発達支援、
教育を促進するためのキャンペーンを実施する

計画

実績

2-16 教育関係者や機関に対して、成果1～3の
経験を共有するセミナーを開催する

計画

実績

期間 /フェーズ
計画

実績

モニタリング計画
計画 2015

2-22 その他
・学力評価及び教員評価の在り方について検討
する

計画

実績

2-22 その他
・無償資金協力が想定されている対象校に対す
る研修を実施する

計画

実績

2-21 障害児のためのアセスメント、発達支援、
教育を促進するためのキャンペーンを実施する

計画

実績

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-910-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3
2016 2017 2018 2019

実績 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

レポート/書類

業務計画書
計画
実績

ワークプラン
計画
実績

ベースライン調査
計画
実績

エンドライン調査
計画

実績

モニタリング

合同調整委員会（JCC）
計画
実績

モニタリングシート
計画
実績

事業完了報告書
計画
実績

広報

JICA　ウェブサイト
計画

実績

ミニ・プロジェクト報告書、成果品
計画

実績

業務完了報告書（1年次）
計画
実績

診断および教育のツール（案）/アセスメント・ツール（案）/個別教育計画（案）（1
年次）

計画

実績

アセスメント・ツール/個別教育計画及び作成マニュアル/教育実践事例集（2年
次）

計画

実績

映像制作（教材関連）
計画

実績

教員研修所ウェブサイト
計画

実績

ポスター/カレンダー/テレビ番組制作

計画

実績

ラジオ、テレビ、SNS

計画

実績

ブローシュアー
計画

実績

ニューズレター
計画
実績

総括/副総括/ミニプロジェ
クト管理

MECSS/MLSP

ミニプロジェクト管理 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策/
広報/啓発

MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

ミニプロジェクト管理 MECSS/MLSP

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

特別支援教育/教員研修/
教員養成

MECSS

ミニプロジェクト管理 MECSS/MLSP

ミニプロジェクト管理 MECSS/MLSP

ミニプロジェクト管理 MECSS/MLSP

2015年10月に初版を作成し、
2015年12月、2016年7月及び11
月に改訂した。
プロジェクト期間中に4回発行し
た。

卓上カレンダーは3年にわたり
作成した。
2017年12月にはポスター型のカ
レンダーも作成した。
3本の広報ビデオを作成し、カウ
ンターパートと協力してCMを2本
作成した。

2017年10月～2019年6月までに
Facebookに150記事を投稿し
た。
プロジェクトで作成した番組をモ
ンゴルのテレビで放映した。
2019年5月～6月に、プロジェクト
活動や関係者へのインタビュー
がイーグルTVにて放映された。

教員研修所のオンライン研修の
教材を制作し掲載した。

教員研修所のウェブサイトにオ
ンライン研修教材のリンク、パイ
ロット校での実践事例集、個別
教育計画フォーマット及び作成
ガイドラインを掲載した。

2015年8月～2019年7月までに
38記事を掲載

備考

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策/
広報/啓発

MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

総括/副総括/教育政策 MECSS/MLSP

インクルーシブ教育に関するビデオ教
材を作成し、教員研修所のウェブサイト
に掲載した。

モンゴル政府がカリキュラム改訂を行わ
なかった。

早期発見の日・国際障害者デーに合わ
せて、絵画展覧会の開催、ドキュメンタ
リー映像の作成及び放映などを行った。

2018年に「通常学校で学ぶ子どもと学
習の質の評価規定-実施のためのガイ
ドブック」が教育省と評価センターにより
発刊され、個別教育計画にもとづいた
評価ができるようになった。

2018年9月から2019年１月にかけて対
象校3校の教員研修を実施した。
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MINUTES OF MEETINGS 

BETWEEN 

JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

AND 

MINISTRY OF EDUCATION, CULTURE, SCIENCE AND SPORTS AND 

MINISTRY OF LABOR AND SOCIAL PROTECTION 

OF MONGOLIA ON 

THE 5th JOINT COORDINATION COMMITTEEMEETING 

OF 

JAPANESE TECHNICAL COOPERATION 

FOR 

STRENGTHENING TEACHERS' ABILITY AND REASONABLE TREATMENTS FOR 

CHILDREN WITH DISABILITIES (START) 

For Ministry of Education, Culture, Science 
and Sports 

Ms. L. Tsedevsuren - JCC Chairperson 
Acting State Secretary 
Ministry of Education, Culture, Science and 
Sports 

Director; 
Populatio Development Department 
Ministry of Labor and Social Protection 

Date: 2 April 2018 

Place: Ulaanbaatar, Mongolia 

For Japan International Cooperation Agency 

Chief Representative 
Japan International Cooperation Agency 
Mongolia Office, 

For Ministry of Finance (witness) 



Summary of Minutes for 5th JCC Meeting 

The 5111 Joint Coordination Committee (JCC) Meeting for the JICA Project for Strengthening Teachers ' 

Ability and Reasonable Treatments for Children with Disabilities (START) was held on 9 March 2018 

at the Urguu Hall ofUlaanbaatar Hotel. The meeting was chaired by Ms. L. Tsedevsuren, Acting State 

Secretary, Ministry of Education, Culture, Science and Sports (MECSS), with Ms. S. Tungalagtamir, 

Director of Population Development Department, Ministry of Labor and Social Protection (MLSP) 

being Vice Chairperson, and Mr. Mutsumi Sato, Chief Representative of JICA Mongolia Office. 

During the meeting, Mr. Tetsuya Ishii, JICA Project Chief Advisor reported progresses and planned 

activities of the overall project including Output 4. Ms. Kh. Munkhzul explained activities in detail to 

achieve Output 1 and Ms. D. Battsetseg explained the same for Output 2. Ms. Shoko Uehara explained 

the same for Output 3. Planned activities from March 2018 to June 2019 were approved. 

Through the meeting, the following issues were discussed and agreed: 

Mr. Ishii proposed institutionalization of pilot activities and inclusion of project outputs to related 

policies by presenting a model of early intervention and education system for supporting the 

development of Children with Disabilities (CWD) and children with developmental delay. 

Mr. 'Ishii explained necessary process to institutionalize each pilot activities -of the project. The 

necessary process for institutionalization includes allocation of budget, designation of concerned 

department/division and appointment of officials in charge, development of guidelines, etc. 

The following suggestions were made by the participants: 

1. Knowledge and experience ofNGOs, e.g. parents association and disabled people's 

organizations may contribute to early intervention ofCWD. 

2. Further discussion among the stakeholders on how to institutionalize the pilot activities is 

required. 

3. Participation of Ministry of Health will benefit the discussion in the future JCC meeting. 

~. 
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Attachment 1: List ofthe members present 

+ Participants: 

Mongolian side 

No. Name 
I L. Tsedevsuren 
2 S. Tungalagtamir 

3 D. Erdenechimeg 
4 J. Byambatsogt 

5 C. Regzen 

6 B. Khaliun 
7 X. Munkhzul 

8 M. Uyanga 

9 R. Nensenden 

10 Ts. Gerelmaa 
ll I S. Erdenebaatar 
12 1

1 D. Battsetseg 

+ Observers 

Mongolian side 

15 Kh. Enkh-Orgil 

16 G. Battsengel 

17 S. Selenge 
18 L. Altangerel 
19 B. Enkhtal 

Japanese side 

20 Reiko Hozumi 
21 Tomoaki Tanaka 
22 B. Erdenechimeg 
23 Shoko Uehara 
24 Ryohei Sakurai 
25 Kh. Ganbaatar 
26 G. Norjmaa 
27 B. Narangarav 
28 T. Nyamdash 
29 M. Munkhshur 
30 D. Odgerel 

Organization and Position 
Acting State Secretary (JCC Chairperson), MECSS 
Director (JCC Vice Chairperson), Population Development Department, 
MLSP 
Director-General, Education Policy Department, MECSS 
Director, Department of International Projects, Programs and External 
Cooperation, MECSS 
Director, Division for Development of Persons with Disabilities, 
Population Development Department, MLSP 
Vice Chairperson, Authority for Family, Child and Youth Development 
Specialist, Commission ofHealth, Education, and Social Protection for 
Children with Disabilities, MLSP 
Specialist, Commission of Health, Education, and Social Protection for 
Children with Disabilities, MLSP 
Specialist, Commission of Health, Education, and Social Protection for 
Children with Disabilities, MLSP 
Principal, Special School No.25 
Principal, Special School No.63 
Specialist, Education PoHcy Department, MECSS 

Vice Director, Rehabilitation, Training, Vocational Center 
Associate Professor, Head of Department of Special Education, 
Mongolian State University ofEducation (MUBIS) 
President, Association of Parents with Disabled Children 
Secretary General, Autism Association of Mongolia 
Researcher, Institute of Educational Research 

Second Secretary, Embassy of Japan in Mongolia 
JICA Mongolia Office 
JICA Mongolia Office 
JICA Project expert 
JI CA Project expert 
JICA Project Team 
JICA Project Team 
JICA Project Team 
JICA Project Team 
JICA Project Team 
JICA Project Team 
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Attachment 2: Detailed discussion 

1. Opening Remarks 

Ms. L. Tsedevsuren, acting State Secretary, Ministry of Education, Culture, Science and Sports 

(hereinafter "MECSS") opened the meeting welcoming all participants to the meeting and expressed 

her appreciation to JICA. She emphasized that the Project had been trying to promote inclusive 

education and to improve quality and accessibility of education through various pilot activities in 

collaboration with relevant stakeholders. She explained purposes of the meeting: to verify the Project 

progress and planned activity in the 2nd period, and to discuss on remaining issues to ensure the Project 

outputs. At the end, she wished fruitful deliberations and the successful meeting. 

Mr. Mutsumi Sato, Chief Representative of JICA Mongolia Office made the remark that since the 

Project started, some remarkable improvements on education for CWD have been made in Mongolia 

such as enactment of "Law on the Rights of Persons with Disabilities (February 20 16)", approval of 

National Program for Supporting Persons with Disabilities' Right, Participation, and Development and 

holding MECSS-Development Partners' Mechanism Meeting. He noted the Project had been working 

with MECSS, Ministry of Labor and Social Protection (hereinafter MLSP), Institute of Educational 

Research., Institute of Teachers' Professional Development, pilot schools, Bayangol District, and 

Khvsugul aimag to create the model of early intervention and quality education for CWD. He 

suggested that the model to be introduced by the Project shmdd be reviewed whether it is applicable 

in Mongolian context and contributes to achievement of relevant goals under the National Program. 

He further noted that remaining issues can be outlined based on the above review and further 

discussion can be made on JICA's mid and long-term support. At the end, he emphasized synergy of 

collaboration among projects with brief introduction on other relevant JICA's projects. 

Ms. D.Battsetseg, Specialist of Education Policy Department, MECSS introduced JCC members. 

2. Presentation of progress and planned activities of the Project 

The following presentations were made based on the attached power point files: 

(1) Presentation by Mr. Tetsuya Ishii, Chief Advisor of JICA Project, on overall project's activities 

and activities under Output 4, "Experiences from Output 1 to 3 are shared among stakeholders 

and reflected to national systems and polices". 

(2) Presentation by Ms. Kh. Munkhzul, Commission on Health, Education and Social Protection for 

Children with Disabilities, on briefing of the Commission, and activities under Output 1, 

"Capacity for early assessment and developmental support for CWDs is enhanced in pilot areas". 

(3) Presentation of Ms. D. Battsetseg, MECSS, on activities under Output 2, "Capacity to provide 
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quality lessons to CWDs is enhanced in the pilot schools". 

( 4) Presentation of Ms. Shako Uehara, JICA Project Expert, on Mini Project implementation. 

3. Summary of Discussions 

Mr. D. Erdenechimeg, Director-General of Education Policy Department, MECSS expressed his 

gratitude for the Project progress. He emphasized that the goals, outputs, and activities of the 

Project respond needs of early intervention and education for supporting development of CWD in 

Mongolia. He explained a principle ofMECSS 's policy that equal access to education should be 

fulfilled for all children with a belief that any children do develop regardless of disabilities. Based 

on this principle, MECSS is revising education policy so that as many CWO can learn at public 

schools. He also pointed out there were still many issues to be tackled such as school facilities 

and equipment, quality of education, curriculum of special schools, supporting family of CWO, 

registration of disability, and accurate statistics on disability, etc. He closed his comment that the 

suggested model seemed applicable to Mongolian context and further discussion and decision 

making were expected to sustain the pilot activities. 

Mr. S. Erdenebaatar, Principal of Special School No.63 pointed out that there was no clear 

regulation of settling up special dass ,in the Education Law. Variety shapes of education should be 

regulated under the Law. With agreeing the suggested model, he also shared his opinion that 

Special Schools should function as a resource center for inclusive education since Special Schools 

have experiences to provide learning opportunities for CWO for more than 50 years. 

Ms. G. Battsengel, Associate Professor, Head of Department of Special Education, MUBIS 

explained the necessity of disseminating utilization of university students who learn special needs 

education by referring on-going pilot activities at Child Development Center in pilot schools. She 

also noted that curriculum improvement of Special Needs Education course at MUBIS would be 

undertaken during the rest of project period. 

Ms. S. Selenge, President of Association of Parents with Disabled Children shared her opinion 

that reasonable accommodation which was made by the Project so far seemed to be focused on 

making accessible school environment such as renovating toilet or purchasing teaching materials, 

and more attention should be paid on approaching behavior change of teachers and guardians. She 

also indicated negative effect of segregation and raised objection against promoting establishment 

of special class in regular schools. She suggested that other NGOs should be included in the 

proposed model as they also provide early intervention support and pre-primary education for 

CWO. 

4. Closing remarks 

Ms. S. Tungalagtamir, JCC Vice Chairperson concluded the meeting by referring each speech and 
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presentation, thanking the participants for their positive deliberations. She also stated that finalization 

of Operation Manual and formats to be utilized at Local Commission should continuously be focused 

to promote effective management of Local Commission. The necessity of strengthening legal 

framework and institutionalization of pilot activities should be considered with careful discussion 

among stakeholders in terms of sustainability and dissemination of the model. She emphasized that in 

order to promote Inclusive Education, not only upgrading school facilities and teaching materials, but 

also in-service training and understanding among the classmates are essential so that they can study 

together with CWO at same classroom in a natural manner. She recommended to invite a representative 

from Ministry of Health to next JCC meeting as the collaboration with the Ministry is imperative to 

secure outputs. She also recommended that expenditure and budget ofthe project should be included 

in the presentation. She expressed her gratitude to MECSS, JICA Mongolia Office, JICA Project Team, 

Special Schools, and JICA's other relevant Projects. She thanked again to all the participants and 

concluded the meeting. 

Attachment 3: Distributed Materials 

~ Agenda 

~ Power P-oint Slides 

1. Outline of the Project, progresses and planned overall activities (from August 2017 to June 

2019) 

2. Progresses and planned activities to achieve Output 1 (from August 2017 to June 2019) 

3. Progresses and planned activities to achieve Output 2 (from August 2017 to June 2019) 

4. Progresses and planned activities to achieve Output 3 (from August 2017 to June 2019) 

5. Progresses and planned activities to achieve Output 4 (from August 2017 to June 2019) 

6. Model of early intervention and education system for supporting the development of CWO 

and children with developmental delay 
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